




 

行事／取組名称 レゴブロックを用いた創作ロボット教室 

担当部門・機関 発明クラブ・津山工業高等専門学校 

開催日時・期間 

第１回目     10月 11日（土） 

14:00~16:00 

・第２回目   10月 25日（土） 

14:00~16:00 

・第３回目   11 月 8 日（土） 

14:00~16:00 

・第４回目   11月 22日（土） 

14:00~16:00 

・コンテスト  12月 13日（土） 

14:00~16:00 

 

会場 
津山高専ものづくりマルチパーパス

ルーム 

  主 催 

 
科学ゆめクラブ津山 

  

後 援 

 
科学 Try アングル岡山 

助 成 (独)青少年教育振興機構 

「子どもゆめ基金」 

概要  

本事業は，高等科学教育・研究に特色を持つ津山工業高等専門学校（以下，津山高専とい

う。）と小中学生を対象に地域に密着した津山市少年少女発明クラブ（以下，発明クラブとい

う。）が連携して，レゴブロックを使用したロボット創作教室とその集大成としてのレゴロボ

ットコンテストを実施することにより，青少年の創造性開発を図るとともに地域の活性化を

目的としている。 
参加者 

およそ 20名／日の参加人数 

報告事項 

レゴマインドストームズを用いて遊びながらロボットを組み立て，児童や生徒にものづく

りの楽しさや科学に興味を持たせるとともに創造性を育成する。 

今回は，４回にわたってレゴロボット教室を開催し，センサーの働きやモータコントロー

ルのしくみなどを簡単に教える。最終的には卓球の球を回収しスタート地点に運ぶロボット

を作成し，初級者コースと上級者コースに分かれてコンテストを実施する。 

なお指導には津山高専と発明クラブの指導者があたり，津山高専の学生８名がそれをサポ

ートした。 
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第２６－５回「科学Ｔｒｙアングル岡山」連携教育推進センター運営委員会議事メモ（案） 

 

日  時  平成２６年１２月１６日（火） １５：４０～１６：５７ 

場  所  新渓園（倉敷） 

出席者数  ８／１２ 

欠 席 者  稲田委員〔岡山大学〕，大西委員，山口委員〔岡山理科大学〕，森脇委員〔岡山県〕 

陪 席 者   野瀬〔岡山理科大学〕，柴田，小林〔津山工業高等専門学校〕，成本，岩瀬〔岡山大学〕 

 

開催に先立ち，倉敷芸術科学大学・小山委員から，新渓園について説明があった。 

 

 議事に先立ち，原田センター長から，運営委員会開催の挨拶があった後，本日の会議においては，

慣例により当番校の倉敷芸術科学大学・小山委員に議長をお願いすることとなった。 

 

前回議事メモの確認 

 平成２６－４回連携教育推進センター運営委員会（平成２６年１０月１４日（火）開催）議事メモ

について，原案のとおり承認された。 

 

協議事項 

１） 平成２６年度「助言委員会・連携評価合同委員会」の開催について 

原田センター長から，資料１に基づき，前回の連携教育推進センター運営委員会で議論された

経過，資料１の開催案内等一式を各委員へ送付（12/12 発送済）し，従来どおり紙面で予め評価

いただくこと及び当日の工程等について説明があり，了承された。 

なお，委員から，当日ご出席いただける委員の方々へ，1 人約 5 分程度でご挨拶及びコメント

をいただくことをお伝えいただきたい旨の依頼がされた。 

当日の資料（平成 26 年度事業報告書）に，昨年度末に岡山理科大学で行われた，「理科教材開

発研修」の報告書を追加してほしい旨の依頼があった。 

 

２） 平成２６年度「集まれ！科学への挑戦者」について 

原田センター長から，資料２に基づき，現状について説明があった。 

次いで原田センター長から，本件の審査委員長を味野委員(岡山大学)へお願いした旨の発言が

あり，議論の結果，味野委員が審査委員長に就任することが承認された。 

その後，以下の意見交換が行われた。 

〔意見交換内容〕 

・審査基準について，再度，共通理解をしっかりと図っておく必要があるのでないか。 

→当日，開催前に事前連絡会を開催して，審査基準等の共通理解を図るようにする。 

・次年度以降，応募の際に，1 校 5 件程度に絞ってもらう方が良いのではないか。 

→次年度以降の発表会は，その目的から再度議論し，その主旨に沿って各高校からの応募件数 

についても募集要項等に記載するようにする。 

・当日の開会式，表彰式・閉会式の詳細なタイムスケジュールはないか。 

→現在は，資料２内のタイムスケジュールのみである。今後詰める。 

・概要集を作成する必要があるのではないか。概要集を作成することで，審査の一助となるの

ではないか。 

→あくまで，審査よりも指導・助言を行うことに重点を置いているが，作成する方が良いと考
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える。作成いただくにあたっては，A4 1 枚にまとめてもらうこととする。様式のついては，

テンプレートを作成し，早急に各応募者及び各指導教員に知らせることとした。 

・次年度以降，「応募」～「発表」までの流れや期日等を十分議論し，途中で変更したりしな

い方が良いのではないか。 

→そのような方向で対処する。 

〔報告事項〕 

・応募における広報については，岡山県下の公立高校へは岡山県教育委員会から，私立へは郵

送にて行った。 

・12/15(月)に，応募のあった学校の指導教員宛に，1/25 発表会への出展可否について通知を

完了した。 

 

３） 平成２６年度ＫＴＯ事業継続について 

原田センター長から，資料３に基づき，平成２７年度におけるＫＴＯの事業継続について説

明があり，各機関の意見を伺いたい旨の発言があった。 

○合同開催 科学大好き岡山クラブ 

各機関とも，２ブース程度出展することに支障はないとの発言があり，ＫＴＯの看板事業と

して継続することが大切との発言が有った。一方，開催場所については，津山工業高等専門学

校委員から岡山大学に固定し，開催することが望ましいのではないかとの発言がった。 

これらを受けて，原田センター長から，運営自体の簡素化，例えば申し込み方法の簡素化や

広報を web のみとするなどの簡素化を前提として，継続していきたい旨の発言があった。 

結果として，次年度以降は開催にあたっての簡略化を図りながら，岡山大学を会場として継

続していくことで承認された。 

○留学生研究交流会 

津山工業高等専門学校・佐藤委員から，津山工業高等専門学校において，平成 27 年度に改

組に向けた準備等のため，継続が困難な状況である旨の説明があった。しかし，これまでの参

加者からの声としては，好評であるため，何らかの形で残したいとは感じている。そのため，

岡山県の国際交流センターが実施している同様のイベントと協働してできないか等の打診を

している状況である旨の説明があった。これらのことを国際交流部門で議論し，今後の運営委

員会で方針の決定を行うこととした。 

○集まれ！科学への挑戦者 

岡山県・綱島委員から，来年度における予算は確保している旨の発言があった。 

次年度以降の方法等について，次のとおり各委員からご提案があった。 

・テーマ（例えば，地場産業に関連するテーマなど）を予め設定して，応募を募る。 

・全体の企画を行う WG 等を設置して，議論していく。 

また，岡山県から高校教員より専門分野以外の審査をすることが困難であるとの意見を伺っ

たとの発言があった。 

上記のご提案については，今後検討していくこととし，会場は，次年度以降も岡山大学で開

催することとした。 

○大学コンソーシアム岡山への授業提供 

 科学 Try アングル岡山からは，例年どおり，「エコツーリズム技法(岡山理科大学開講科目)」

「先進科学体験(岡山大学開講科目)を提供することとした。 

 原田センター長から，これらの科目について，各機関において学生への周知を行ってほしい

旨の発言があった。 
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○科学教育研修会 

原田センター長から，岡山理科大学で開催されている研修会を継続実施すること，及び各機

関において学生への周知を行ってほしい旨の発言があった。 

 

４） その他 

   特になし。 

 

報告事項 

 １）科学普及部門 

津山工業高等専門学校・佐藤委員から，資料１に基づき，「昼間の天体観測」，「レーザー加工で

ネームタグを作ろう)」，「化石発掘体験」及び「二足歩行ロボットを動かそう」について報告があ

った。 

 

２）先進科学教育部門 

     岡山理科大学・米田委員から，机上配布資料に基づき，「平成 26 年度屋久島実習(エコツーリズ

ム技法)」について報告があった。 

 

 ３）理科教育支援部門 

   岡山理科大学・野瀬委員から，机上配布資料に基づき，第１１回理数教育研修講演会について

報告があった。 

 

４）国際交流部門 

   津山工業高等専門学校・佐藤委員から，資料１に基づき，平成 26年度留学生研究交流会につい

て報告があった。 

 

 ５）その他 

   特になし。 

 

次回開催予定について 

 原田センター長から，次回の運営委員会は，平成２７年２月１０日（火）１５時３０分から，岡山

大学において開催予定であるが，特に協議事項が無い場合には開催を見送ることがある旨の発言があ

った。 

 

 

42


